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7.電 子メールで原稿を修正する方法
竹内部雄 (電通大)

8.qmailを 使った安全なメイル環境
前野年紀(東工大)

休 憩

9.呼んでも君は振り向いてくれない

近山隆(東大),他

10.WSク ラスタ上での並列記号・代
数計算およびその暗号への応用
野呂正行 (富士通研)

招待講演 :コ ンピュータメーカーにお

けるサービスビジネスの展開
菊田泰代 (富士通)

表彰・報告 夏のシンポ (梅村)

若手の会 (田中)。 CPCC(小谷)

休 憩

11.JaVaの高速化
志村浩也(富士通研)。 他

12.名 前置換えプログラム
ー動的スコープの場合―

和田英一(富士通研)

13.テ キスト形式のContinuationの 生
成と.そのプログラミング
下川僚子(豊橋技科大)。 他

夜のセッション

自由討論(飲み会)

14。 新しいCPUの 提案
原田康徳(NTT基礎研)

15,Daphneに よる音楽表現の形式化

平賀瑠美(筑波大)。 他

休憩

16。 日本語における有繋文字列

延澤志保(慶大)。 他

17.計算機屋と歴史学者の協調作業一

計算機の専門家が非専門家のプロジェ

クトに参加して一並木美太郎(農工大)

閉会の辞

19

21

開会の辞

1.コ ンピュータによる建築構造設計支
援のあり方について
稲田違夫(三菱地所)

2.デ ータ依存関係の表現を明確にする
プログラミング法
大場克彦(京都医療技術短大)。 他

3.DNAコ ンピュータ:そ の現状と可能性
働原康文(電機大).他

休憩

4.教育用ソフトウェアシステムの設計
における視点
澤田伸―(農工大)。 他

5。 WWに よる教材提供とその功罪
藤村直美(九州芸工大)

6。 大学でのパプリックコンピュータを

考える一情報教育とその環境―

寛捷彦・他(早大).山本喜― (慶大)

自由時間

夜のセッション

自由討論(飲み会)

☆ポスター発表

18,「楽しさ」を付加した教育支援シ

ステムの設計と試作
坂東宏和(農工大)。 他

19.コ ンピュータミュージックを利用
した情報処理教育
馬場伊美子(七尾短大)

20。 出現頻度の変動を利用したキー

ワード抽出アルゴリズムの索引生成ヘ

の応用 白倉悟子(津 田塾大)。 他

昼食

自由時間

夕食
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